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住まいるニュースでは、暮らしに役立つ話題をご紹介！

今回は、各地の風土に合わせた家づくりの考え方をご紹介します。

家事動線

今月のテーマ

おうちで気軽に始めよう 風 水 暮らしに音を取り入れる

今月のテーマ

特  集

　卵焼きやオムレツな

ど料理で使った卵の

殻は細かく砕き、植物

の生育を助ける肥料

として活用しましょう。

卵の殻の主成分は土

壌改良材と同じ炭酸カルシウムで、土の酸性度

を和らげて微生物のはたらきを活発にすることが

期待できます。ただし分解されにくいため、できる

だけ粒を細かくすることがポイントです。

卵の殻を植物の肥料に

暮らしの
聞いて納得！

今月のアイデア

ドアの開け閉めは安全にしておきたい。

お手入れはどうすれば良いですか？

ドアのお手入れQ.

Dr.
我が家のお悩み診断

今月のご相談

家 づくりの

納 得 ノート

なるほど！

右のデータによれば、ボランティアやイベント参加などの

地域コミュニティの活動に積極的に携わりたいと考えてい

る人はおよそ7割を占めています。地域の人々とのつなが

りや良好な関係は、家族が安心して楽しく生活するため

の礎。新居を構える際はぜひとも大切にしたいものです。

高い地域活動への参加意欲

今月のテーマ

　北は北海道から南は沖縄まで、南北に長

く様々な気候風土がある日本。気候や温度

差はもちろん土地の生活様式や文化など、

暮らしのかたちも実に様々です。今回はお

住まいの地域の特色に合わせた家づくりを

テーマに取り上げます。

●伝統の中からヒントを得る

　土地に合った家づくり

　洋風や和風、モダンなデザインやナチュラ

ルテイストなど様々な選択肢のある家づく

り。住む地域に調和した住まいを求めるな

ら、その土地で受け継がれてきた住宅様式

や間取りなどをヒントにするのはどうでしょう

か。古くから伝わる家づくりの様式には、土

地の暮らしに合った生活の知恵が込められ

ていることも少なくないからです。

　例えば、伝統的な日本家屋にみられる深

い軒。直射日光や雨が屋内に入るのを防ぎ

ながら生活空間と庭との間に半屋外の中間

領域が生まれ、平屋住宅などで現代でも取

り入れられるプランです。気候の良い時期

には戸を開け放し、家にいながら自然の風

や気配に触れられるのも素敵ですね。

　また、古くからの町家には狭いスペースを

活用する知恵を見ることができます。坪庭を

用いて光や風を採り入れるとともに前後に

空間を分けることでプライバシーに濃淡が

生まれ、仕事空間とプライベート空間、また

はリビングと寝室など限られた面積で生活

空間にメリハリをつくることができます。

　これらは一例ですが、各地に残る住宅の

様式を知ることで様々な家づくりのアイデア

が生まれることもあります。気になった家を

チェックしたり、地域に精通した工務店に施

工例を尋ねてみるのも良いでしょう。

　地元の木材や建築材料を用いたり、伝統

的な仕上げを施すのも良いですね。我が家

だけでなく、住む土地に対しても愛着が生ま

れるきっかけにつながります。

●郷土色を取り入れながら

　快適環境を実現する家づくり

　「FPの家」は工務店の全国ネットワークを

組織し、優れた性能と品質を共有しながら

地域に合わせた家づくりを行っていることが

特色。夏は涼しく冬は暖かい室内環境を実

現することで、様々な気候風土においても

左右されない性能と地域性とを両立するこ

とができます。地域の家づくりに関する豊富

なノウハウは地場に密着した工務店ならで

はのもの。地域の特性や素材を活かしなが

ら、こだわりの注文住宅を実現するパート

ナーであることを自負しています。

　土地の文化や気候風土にしっかりと根ざ

した住宅は住み手に満足をもたらすことに

加えて、街並みと調和する地域の財産にも

なります。性能劣化がほとんどなく、長い年

月に渡って安心して暮らすことができる「FP

の家」は、家づくりを通じて地域に対しても

貢献したいと考えています。

掃除や洗濯に料理など、毎日の家事は思いのほか時間と労力

を取られるもの。キッチンや洗濯干し場・勝手口などの配置を

検討するときは、忙しい主婦の行動パターンを想定することが

大切です。例えば洗濯をしながら料理をする場面を考えると、

洗濯機のあるユーティリティ・洗濯干し場・キッチンは短い距離

で直線的に移動ができる動線が理想的。また洗濯物を干した

り生ゴミを出すことを考えれば、キッチンや洗濯機の近くにすぐ

に外に出られる勝手口があると便利です。

このように家事を効率的・合理的にこなせる「家事動線」をしっ

かり検討しておくことが、新居の暮らしやすさにつながります。

A. 子どもやお年寄りのいるご家庭では特に

気をつけたいドア。ホコリ掃除や拭き掃除

に加え、定期的に歪みをチェックし蝶番に潤滑剤

を差しましょう。またドアクローザーは事故を防ぐ

大切な装置なので、動きに違和感があるときは説

明書にしたがって調整するか工務店に相談を。

　 風水では「音」によって気が動くとされています。

神社に鈴があるように、昔から音が鳴るものは悪い

気を遠ざけて良い気を呼び込むとされてきました。

玄関ドアにベルをつけたり、窓に風鈴などをつけると

家の中に悪い気が入ることを防ぎ、良い運気を呼び

込むパワーがあるといわれています。身近なところ

から取り入れてみてはいかがでしょうか。

東方位は「音がでるもの」と相性が良いので、東にド

アがある場合にはさらに効果が大きいとされていま

す。また、オーディオやパソコンなどを東側に置くと仕

事運アップに。好きな音楽をかけたり、楽しいおしゃ

べりをすることも運気を高めるといわれています。

郷土色を
活かした家を
実現

根ざ たし 家づ りく

風土 に

vol. 43

地域コミュニティの活動（ボランティアやイベント参加等）に
積極的に携わっていきたい

ある程度
そう思う

あまりそう
思わない

ややそう思う

21.1%20.2%

39.4%

非常にそう思う

8.8%

分からない・無回答 3.1%

そう思わない

7.4%

出典：国土交通行政インターネットモニターアンケート調査
『住生活に関する国民アンケート～未来の「住まい」を考える～』  調査期間：平成22年1～2月

卵の殻


